














要約:国民生活センターにおいて収集した乳幼児の事故関連の上位商品を中心に、障害の程

度、事故発生の場所、受傷者の動作などの事故時の状況、事故を起こした原因と考えられ

るものについて、電話による追跡調査を実施した。 

事故の原因は、商品等の欠陥、保護者の不注意、誤使用などに大別されるが、とくに乳幼

児用商品にとっては一段と高い安全性が要求され、また、乳幼児の生活環境についても同

様の配慮が必要である。また、乳幼児の事故は、潜在的危険の上に発生している場合が多

い。これら潜在的事故要因の解消のみならず、事故そのものの減少のためには、保健所、

自治体、団体などによる啓発活動が必要である。 


